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京大広報 1987 5. 1 
集中治療部は，各科の枠にとらわれずに，
最新の医療機加と波尽な肩設によって，二t、VI：二
の1在症忠者を集中的かっ効率よく治療するこ
と，およびその病態生F.と治療に関する研究
を行うことを円的とした中央珍療部門であ
る。人宅対象忠者はl呼吸，循環，代謝系に児怖
がある急性疾忠患者でJ~体的には，術後の重
症患者，む性呼吸不全，立識障害およびJM鰹竜
町状態，心！！rli依／｜ー 後，循環不全， lfi：.症代謝附
寄，急性腎不全，多発外傷，各穐薬物中毒，広
範問熱傷，急件：｝Jr不全，・1H.症敗血症など外科系
．内利系を問わず多くの疾患が挙げられる。
施設は，入室患者が術後重症患者であることが
多いことや緊急手術が必要となる患者を考l但し
て，搬送時の動線を短くし殿送中のトラプノLを避
けるため，手術室に隣接した救急部の病棟と同一
灰域内にある。スタッフと して専任講師11'!，助
手21;，看護婦31'，が予算化されたが，集中治療
部の人員の人では運営が困難であるため，実際（主
教，＇，；.•.ffll と合同で運営する。 設備は，ベッドサイド
モニタとセントラルモニタおよび不整脈監視装置
でかの耽視機保や，人工呼吸器，除細勤時，大動脈
内パルーンポンプ装置，人工透析捺等の生命維持
張置や血液プfス分析装択，電解質分析装置，血球
計数¥,f;:，血液化学検査部J，移動式レントゲン娠影
装置などの緊急、検査機禄を設置している。ベッド
サイドモニタからの生体のデータは，直接オンラ
インでミニコンビュータに入力され，保存され
る。オンラインデータと他の検査機探のオフライ
ンデータをミニコンピュータに入力することによ
って，呼吸機能や循環機能をはじめとする重要臓
然の経時的な機能分析が即時に出来る。この分析
結果により，刻刻と変化する患者の状態に対し，
常時治療法の検討とその効果の評価を行うことが
できる。また，ベッドサイドモニタは警報装置を
内政しており，思者の異常事態に対し瞬時に警告
を発し，院自！日や看護婦に知らせる。
現在，集中治療部には生命維持装置として呼吸
を補助する人工H子吸器と腎不全に対する人工透析
探を常置しているが，人工臓器の開発は目を見張
るものがあり，近い将来には現在研究段階である
人工肝臓，人工心臓，人工勝臓等の使用も関係診
療科の協力で行うようになるかも知れなし、。まさ
に，集中治療部は人聞の生命に対する挑戦の最前
線であり，しかもその結果がすぐfこ判明する部門
である。
集中治療部では，患者は人工呼吸探に装着され
たり，強心薬の投与を受けていることが多く ，常
に生命の危機にさらされている。集中治療部は多
くの医療機器に固まれ，黙々と治療が行われ，人
間的暖かさのない人間改造工場のように思われが
ちである。また，集中治療部の運営上の問題点と
して「ICU症候群」といわれる精神症状が集中治
療部入室患者に認められることがある。また一方
では，「時厳死」という面から，絶望的瀕死患者
の治療の継続をいつまで行うかという問題が生じ
ているし
このような状況を踏まえて，最近，集中治療部
の看護において精神的看護の重要性が再認識さ
れ，集中治療部の設備や運営に関して若干修正が
行われ始めている。木院の集中治療部は窓を多く
し自然光を取入れ，昼夜の変化が患者にわかるよ
うにした。また，音楽やラジオを聞かせ一般病棟
と同じような環境に近づけた。テレビアンテナの
後続部も各ベッドサイドに取り付けている。運営
而では，当面は感染予防のな味からこれまでの集
中治療部と同じように患者家肢の面会時聞を制限
するが，家族面会と集中治療部の汚染の関連を再
度検討し，因果関係がないことが証明できれば，
患者家族が自由なH奇聞にしかも普段着で入室でき
るような制度とする予定である。本院の集中治療
部は各診療科の医師に対しでも，また店、者および
家族に対してもオープンである集中治療部をめざ
して行きたし、。 （医学部附属病院）
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